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トマト黄化葉巻病の病原ウイルスＴＹＬＣＶが感染する雑草

トマト黄化葉巻病の病原ウイルスＴＹＬＣＶは、トマトだけでなくハウス内や周辺のウシハコ

ベ、エノキグサ、ハコベ、タカサブロウ、ノゲシ、ノボロギク、センナリホウズキ、ホソバツル

ノゲイトウなどの雑草にも感染する。これらの雑草はトマトへの感染源となる可能性がある。
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研究のねらい

トマト黄化葉巻病は1998年に熊本での発生が確認された新ウイルス病である。病原ウイルスである

TYLCV（Tomato yellow leaf curl virus）はシルバーリーフコナジラミによって媒介される。TYLCVに

感染したトマトは生長点が黄化、萎縮して生長が止まり、着花や着果が抑制されるため、長期間栽培

を行う促成栽培で大きな被害を与えている。ハウス周辺における伝染源の除去は重要であるが、ハウ

ス内や周辺に自生する雑草の感染状況については不明な点が多い。そこで、本病発生ハウス内および

その周辺から雑草を採集し、感染の有無を明らかにする。

研 究 の 成 果

1.TYLCVは、トマト黄化葉巻病発生ハウス内あるいはその周辺に自生するウシハコベ、ハコベ、エノキ

グサ、ノゲシ、タカサブロウ、ノボロギク、センナリホウズキおよびホソバツルノゲイトウに感染す

る（表１）。

2.感染が確認された雑草はいずれも無病徴である。

3.感染が確認された雑草は、センナリホウズキを除き、トマトハウス内や周辺に普通に見られる。

4.TYLCVは、トマトからトマトに感染する以外に雑草からトマトへ感染している可能性がある。ハウス

内外を除草することで伝染源を少なくし、感染を予防する。

普及上の留意点

1.TYLCVはシルバーリーフコナジラミによる虫媒伝染でのみ感染し、汁液伝染や土壌伝染、種子伝染は

しない。

2.除草だけでTYLCVの感染を防止できない。防虫ネットの被覆や薬剤散布によるシルバーリーフコナジ

ラミ防除とあわせて実施する。

3.上記以外の雑草にもTYLCVが感染している可能性がある。
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表１ TYLCVの感染が確認された雑草と感染株率

感 染 植 物
調査地点数 調査株数 感染株率

科 名 種 名

ナデシコ科 ウシハコベ ６ １３８ ５.８％

キク科 タカサブロウ ６ ３６ １１.１

ノゲシ ３ ２０ ３５.０

ノボロギク １ ５ ２０.０

ナス科 センナリホウズキ １ ２０ １０.０

ヒユ科 ホソバツルノゲイトウ １ １１ １８.１

トウダイグサ科エノキグサ ６ ４６ ２.２

図１ TYLCVの感染が確認された雑草

左上：ホソバツルノゲイトウ 右上：ノゲシ 左下：ウシハコベ 右下：センナリホウズキ
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